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物  質  名 N-(シクロヘキシルチオ)フタルイミド ＤＢ-15 

別  名 N-(シクロヘキサン-1-イルスルファ

ニル)フタルイミド 
構 造 式 

 

CAS 番号 17796-82-6 
PRTR 番号 1-155 

化審法番号 5-3358 

分子式 C14H15NO2S 分子量 261.35 
沸点 196℃1) 融点 92.6℃2) 
蒸気圧 3.8×10-8 mmHg（25℃、実測値）3) 換算係数 1 ppm = 10.69 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 3.66（実測値）2)  水溶性 2.2×101 mg/L（25℃、実測値）2) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 

 動物種 経路 致死量、中毒量等  

 マウス 経口 LD50 5,100 mg/kg 4)  
 ラット 経口 LD50 > 2,600 mg/kg 4)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.005、0.015、0.03、0.06、0.15％の濃度で 4 週間混餌投与した結果、0.06％以上

の群で体重増加の抑制を認めた以外には影響はなかった 5)。この結果から、NOAEL を 0.03％
（15 mg/kg/day 相当）とする。 

・ラットに 0、50、150、500 mg/kg/day を 2 年間混餌投与した結果、500 mg/kg/day 群で雄の生

存率が低下し、50 mg/kg/day 以上の群の雌雄で肝臓重量の増加、150 mg/kg/day 以上の群の雌

及び 500 mg/kg/day 群の雄の肝臓で脂肪浸潤、胆管の過形成、150 mg/kg/day 以上の群の雄及

び 500 mg/kg/day 群の雌で体重増加の抑制、150 mg/kg/day 以上の群の雌でγ-GTP の著明な変

化、500 mg/kg/day 群の雌雄でヘモグロビン濃度、ヘマトクリット値の減少などを認めた 6)。

この結果から、LOAEL を 50 mg/kg/day とする。 
・ラットに 0、52、157、536 mg/m3 を 4 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、一般状態

や体重、主要臓器の重量や組織に影響はなかった 7)。この結果から、NOAEL を 536 mg/m3（ば

く露状況で補正：96 mg/m3）以上とする。 
・ラットに 0、15、50、150 mg/m3 を 13 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、15 mg/m3

以上の群の雌雄で流涎、鼻の粘液状の分泌物、50 mg/m3 以上の群の雌雄でラ音、50 mg/m3 以

上の雌及び 150 mg/m3 群の雄で体重増加の抑制を認めた。15 mg/m3 以上の群の雄で腎臓の退

色傾向がみられ、組織検査では尿細管上皮の変性や再生、顆粒円柱、尿細管の拡張などを認

め、150 mg/m3 群では腎臓重量の増加もみられた。8)。この結果から、LOAEL を 15 mg/m3（ば

く露状況で補正：2.7 mg/m3）とする。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.005、0.015、0.05％の濃度で混餌投与した 2 世代試験の結果、F0 では雌の 0.05
％群の体重が妊娠期から哺育期に一貫してやや低かった以外には、臓器の重量や組織、妊娠

率などに影響はなかった。F1 では 0.05％群で雌雄の体重が一貫してやや低く、0.015％以上の

群で雄の腎臓相対重量の増加を認めたが、交尾や生殖のパラメータに影響はなかった。仔で

は F2 の 0.05％群で生後 1 日の生存率低下を認めた以外には影響はなかった 9)。この結果から、

NOAEL を雄で 0.05％（25 mg/kg/day 相当）、雌及び仔で 0.015％（7.5 mg/kg/day 相当）とす
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る。 
・ウサギに 0、10、30、100 mg/kg/day を妊娠 7 日から 19 日まで強制経口投与した結果、100 

mg/kg/day 群の母ウサギで体重増加の抑制を認め、胎仔で骨格系変異（軽度の頭蓋泉門拡張、

前頭骨や舌骨、胸骨分節の骨化遅延）の発生率増加を認めたが、外表系、内臓系、骨格系の

奇形発生率に増加はなかった 10) 。この結果から、NOAEL を母ウサギ及び胎仔での NOAEL
を 30 mg/kg/day とする。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質の製造工場では、操業初期の数年間に上気道の刺激症状が労働者にみられたが、換気

の強化によって、症状がみられなくなったとした報告 11）がある。 
・ボランティア55人に本物質のパッチテストを行った結果、40人で感作または強い刺激性がみ

られたとした報告12）がある。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 15 mg/kg/day（体重

増加の抑制）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した 1.5 mg/kg/day を暫定無毒性量等

に設定する。 
吸入ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 15 mg/m3（流涎、尿

細管上皮の変性など）を採用し、ばく露状況で補正して 2.7 mg/m3 とし、LOAEL であることか

ら 10 で除し、試験期間が短いことから 10 で除した 0.027 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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